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桐蔭高校 

図書局発行 

私が図書局に入ってから二年がたとうとし

ています。今年は後輩もでき、活動も私達が

中心となっていきました。文学散歩や図書館

講座などの活動を通して本や本に関する知識

を深め、生徒図書充実委員会では普段はする

ことができない貴重な体験をすることができ

ました。また、図書局の活動をしたり、図書

局員同士で話をしたりして知らない本や今ま

で読んだことのない新しいジャンルの本に出

合うことができました。 

 自習室として使っている人も多いかもしれ

ませんが、図書館には話題の本、面白い本、

ためになる本など様々な本がたくさんあるの

でぜひ読んでみてください。 

 東山 侑加 

 

【高校３年生へのおしらせ】 
●  借りている本は卒業までに忘れずに返却 

  してください。 

● 卒業後は貸出を受けられません。 

 ただし受験対策等の特別な理由があっ

て、貸出を受けたい場合は、図書館まで

ご相談ください。 

【中学３年生へのおしらせ】 
● 借りている本は卒業までに忘れず返却し

てください。 

● 卒業後、中学生用の利用者登録を消し、

高校生用の利用者登録を行います。高校

入学まで貸出を受けられません。 

図書館は、季節ごとに違った雰囲気が漂っ

ています。 

春の図書館は平和で穏やかです。新入生の

利用も少なく、また自習する人も少ないため

閑古鳥が鳴いている日も少なくないので仕事

が少なくて助かります。が、物足りない気も

します。気候的には涼しくてちょうどいいで

す。 

夏になると、学校に慣れてきた新入生の利

用も徐々に増えてきて、とても活気づいてき

ます。暑いです。 

夏の終わりから秋にかけて、図書館の雰囲

気は大きく変わっていきます。初夏までの活

気は収まり、徐々に自習室としての意味が強

くなってきます。日に日に自習に利用する生

徒が増えていき、図書館全体が静かに闘志を

燃やす受験生の気迫に包まれていきます。 

冬はいよいよ本番の季節…夢に向かって朝

から図書館に籠りきって勉強する三年生の背

中に私は少し憧れを抱きます。ただ来年は私

が今見ている背中になるのだと思うと、少し

緊張と焦りを感じます。ちなみに冬は勉強す

る三年生に遠慮してか、本を借りにくる生徒

が極端に少ない気がします。カウンター当番

が暇です。借りに来てくれる人を待ちわびた

りもします。 

また図書館というものは、季節だけでなく

利用する人によってさまざまな意味を持ちま

す。本を借りに来る人にとっては本の宝庫と

して、資料、情報を求める人には、情報の宝

庫として、勉強をしに来る人にとっては外と

は隔絶された静けさの広がる場所として…こ

のようにさまざまな利用方法のある図書館で

すが、すべての利用する方に共通していえる

ことは「膨大な量の中から自分の必要なもの

を見つけ出す」ということだと私は思いま

す。「天は自ら助くるものを助く」この言葉

に通じるものがあるのではないでしょうか。      

あああああああああああああああ金森 蒼 
 

   A 組 B 組 C 組 D 組 E 組 F 組 G 組 合計 

 中１ 753 849      1602 

 中２ 290 747      1037 

 中３ 420 205      625 

 高１ 154 107 44 62 95 17 33 512 

 高２ 186 92 420 112 71 116 147 1144 

 高３ 65 53 56 15 23 105 110 427 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イラスト：わんパグ） 

『校閲ガール』 宮木あや子著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『書店ガール』 碧野圭著 ＰＨＰ研究所 

『雪煙チェイス』 東野圭吾著 実業之日本社 

『小説秒速５センチメートル』  

新海誠著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『小説言の葉の庭』 新海誠著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『よるのばけもの』 住野よる著 双葉社  

『この青い空で君をつつもう』 瀬名秀明著 双葉社 

『掟上今日子の旅行記』 西尾維新著 講談社 

『関ヶ原で名探偵！』 楠木誠一郎著 講談社 

『気象予報士・予報官になるには』 ぺりかん社 

『自然保護レンジャーになるには』 ぺりかん社 

『ブラックバイトに騙されるな！』  

大内裕和著 集英社クリエイティブ 

『裁判所ってどんなところ？』 森炎著 筑摩書房 

『へんな星たち』 鳴沢真也著 講談社 

『経済数学の直観的方法』 長沼伸一郎著 講談社 

『読書と日本人』 津野海太郎著 岩波書店 

『ルポ難民追跡』 坂口裕彦著 岩波書店 

『経済学のすすめ』 佐和隆光著 岩波書店 

『魚と日本人』 浜田武士著 岩波書店 

『介護のススメ！』 三好春樹著 筑摩書房 

『つじつまを合わせたがる脳』横沢一彦著 岩波書店 

『烏に単は似合わない』 阿部智里著 文藝春秋 

『烏は主を選ばない』 阿部智里著 文藝春秋 

『黄金の烏』 阿部智里著 文藝春秋 

『空棺の烏』 阿部智里著 文藝春秋 

『玉依姫』 阿部智里著 文藝春秋 

『アウシュビッツの図書係』  

アントニオ・Ｇ・イトゥルベ 集英社 

『ルポ 貧困女子』 飯島裕子著 岩波書店 

『ネットで見たけどこれってホント？』１～３ 

  北折一著 少年写真新聞社 

『こども孫子の兵法』 斎藤孝著 日本図書センター 

『こども菜根譚』 斎藤孝著 日本図書センター 

『ありがとうの神様』 小林正観著 ダイヤモンド社 

『みんなの道徳解体新書』  

パオロ・マッツァリーノ著 筑摩書房 

『上手な脳の使い方』 岩田誠著 岩波書店 

『宇宙を仕事にしよう！』 村沢譲著 河出書房新社 

『１日５分で君は変われる』 佐々木宏著 国土社 

『朝日キーワード２０１８』 朝日新聞出版 

『方言萌え！？』 田中ゆかり著 岩波書店 

『アクティブラーナーを育てる高校』 

中原淳編著 学事出版 

 

芥川賞・直木賞 

第１５６回芥川賞・直木賞が発表されました。 

芥川賞 『しんせかい』 山下澄人 

直木賞 『蜜蜂と遠雷』 恩田 陸 

 

今、図書館では、過去１０年間の受賞作品も展示しています。 

少し古い作品もありますが、読んでみませんか。 

新着図書紹介 

桐蔭が紹介されています 


